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中心市宣言 

本市は、長野県の南東部に位置し、東は南アルプスを境に山梨県と静

岡県に接し、西は中央アルプスを境に木曽地域に接しています。中央部

には、南北に伊那盆地が開け、市内を南下する天竜川と三峰川により、

河岸段丘と扇状地が形成され、田園と畑作地帯が開けた美しい景観をつ

くり出しています。 

交通網では、道路は、中央自動車道のほか、国道 361 号を始め、国道

152 号、153 号、権兵衛トンネルにより、東西、南北が結ばれています。

また、鉄道は、市の中央を飯田線が走り、中央本線、東海道本線に連絡

し、12 年後のリニア中央新幹線の開業によって、東京圏、中京圏との結

びつきが更に強まることが期待されています。 

通勤・通学、買い物、通院などの日常的な生活行動圏は、行政区域

を越えた圏域が形成されており、病院運営やごみ処理、救急・消防業

務などの住民生活に係わる行政サービスは、広域連合や一部事務組合

により行われています。 

一方、今日の日本は、東京圏における低出生率や人口の一極集中、

地方圏における都市圏への人口流出等により、少子高齢化の急速な進

行とともに、本格的な人口減少社会へ突入しています。 

このため、地方圏では、安定した雇用の創出や、若い世代が安心して

結婚・出産・子育てができる環境の整備を図り、地方圏への新しい人の

流れをつくるとともに、時代に合った地域社会の形成を進めていく必要

があります。 

こうしたことから、伊那市は、経済や生活の結びつきが強い近隣自治

体との連携を深めながら、定住自立圏構想に基づく「伊那地域定住自立

圏」の形成を進め、中心市として多様な都市機能の充実に努めるととも

に、将来にわたり地域住民が安心して暮らせる魅力的な地域づくりに取

り組んでいくことをここに宣言します。 

平成 27 年 6 月 25 日 

伊那市長  白 鳥  孝   
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１ 伊那市の主な都市機能の集積及び利用状況 

（１）医療 

 ①伊那中央病院（平成２６年度）                    単位：人 

区分 伊那市 その他 合計 

外来延べ患者数 １１７，３２８ １０１，９９７  ２１９，３２５  

在院患者数 ６，９６１ ６，５０８  １３，４６９  

合計 １２４，２８９ １０８，５０５ ２３２，７９４ 

※外来延べ患者数には、他科受診を含む。        資料提供：伊那中央行政組合 

 

（２）教育・文化 

 ①社会教育（平成２４年度～平成２６年度）                単位：人 

施設 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 

生涯学習センター（ホール） ４４，９８４ ４４，８３１ ４２，５３７ 

生涯学習センター調べ 

 ②図書館（平成２４年度～平成２６年度）              単位：人、冊 

施設 区分 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 

伊那図書館 
利用者数（延べ） ７６，５２１ ７５，３１８ ７１，７０７ 

貸出点数（個人） ３６４，５０９ ３６６，０５２ ３５３，８８８ 

高遠町図書館 
利用者数（延べ） １１，０１３ １０，９２９ １０，３２０ 

貸出点数（個人） ５２，６５０ ４８，６６０ ４８，８３８ 

文化振興課調べ 

 ③文化（平成２４年度～平成２６年度）                 単位：人 

施設 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 

旧井澤家住宅 １，４６８ １，６５６ １，４４４ 

信州高遠美術館 ２６，５３６ １８，３４２ １３，５４９ 

高遠町歴史博物館 ２２，５３０ ２０，７８５ １６，７８２ 

伝統文化等伝習施設(中尾座) ２，６９３ ２，５１７ １，５４３ 

創造館 ２６，６５５ ２９，０８５ ３８，４３０ 

生涯学習課、文化振興課、高遠長谷教育振興課調べ 

 ④体育（平成２４年度～平成２６年度）                 単位：人 

施設 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 

市営野球場 １３，５９８ １１，４４１ １０，０６１ 

県営野球場 ９，６４４ １１，３２６ ５，２４９ 

市民プール １５，３６８ １６，４９８ ９，８４２ 

庭球コート １８，８１２ ２３，６８２ ２２，１２５ 

武道館 ２７，９６０ ２２，２３８ ２３，７６５ 

陸上競技場 ４６，５１５ ４４，４１８ ４２，６４５ 
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 （続き） 

施設 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 

市民体育館メインアリーナ ５５，７７９ ５６，９８１ ３５，８０４ 

市民体育館サブアリーナ ３０，０８８ ２９，８０５ ２７，３４６ 

サンビレッジ庭球場 ６，６５２ ７，２４１ ７，３４４ 

サンビレッジ体育館 １８，２５８ １７，１３０ １７，９８９ 

高遠スポーツ公園総合運動場 ５，５２３ ６，４９１ ７，４９９ 

高遠スポーツ公園プール ９，２７８ １０，６０２ ６，４５８ 

高遠スポーツ公園文化体育館 ２３，７５０ ２３，０３６ ２６，８３６ 

長谷総合グランド ６５５ ３６４ ６４１ 

伊那里体育館 １，１６８ １，２５７ ８３５ 

スポーツ振興課調べ 

（３）観光 

 ①保養センター（平成２６年度）                    単位：人 

施設 日帰り 宿泊 

羽広荘 １１，８６３ １０，９１７ 

高遠さくらホテル ２３，８０１ １０，１１４ 

仙流荘 ２３，７１３ ５，２６９ 

入野谷 １８，１７４ ３，７２１ 

観光課調べ 

②温泉（平成２４年度～平成２６年度）                 単位：人 

施設 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 

みはらしの湯 １９６，５６７ １９１，５００ １８７，９８１ 

さくらの湯 ９０，２１８ ９０，０６０ ９０，６２５ 

観光課調べ 

（４）交通 

①ＪＲ飯田線（平成２５年度）                     単位：人 

駅 名 称 乗車人員（年間） 乗車人員（１日当たり） 

伊那北駅 ３９５，７４８ １，０８４ 

伊那市駅 ４３２，１２８ １，１８４ 

下 島 駅 ２５，９７７ ７１ 

沢 渡 駅 １９３，７５２ ５３１ 

赤 木 駅 ２０，６９０ ５７ 

合    計 １，０６８，２９５ ２，９２７ 

出典：伊那市統計書 
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 ②地区循環バス（平成２６年度）                    単位：人 

路線名 
乗車人員 

（年間） 

乗車人員 

（１便当たり） 

市内西循環線 １４，１３３ ７．３３ 

伊那西部地区乗合デマンドタクシー ５８７ １．７４ 

新山地区循環バス ８７１ ４．４９ 

富県・東春近地区循環バス ２，１７５ ５．０７ 

西春近地区乗合デマンドタクシー ４９２ ２．０５ 

西箕輪地区乗合デマンドタクシー ２７９ ２．７４ 

市街地北部デマンドタクシー ５３ １．０４ 

若宮・美原・手良・福島循環バス １７，８３４ ６．８１ 

三義・長谷循環バス １，４３３ ２．１５ 

藤沢線 ７，３０６ ３．７７ 

高遠循環タクシー（小原・下山田・上山田コース） ８４７ ２．２１ 

高遠循環タクシー（東高遠・勝間コース） ０ ０ 

長谷循環バス １４，７９２ ３．００ 

合  計 ６０，８０２ ４．４０  

※藤沢線は、伊那市地域公共交通協議会の運行便の乗車人員に限る。       企画課調べ 

 ③市街地循環バス（平成２４年度～平成２６年度）            単位：人 

区分 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 

運行数 ３１ ３１ ３１ 

総 数 ７８，６４８ ７９，０７９ ７６，０９４ 

企画課調べ 

 ④南アルプス林道バス（平成２４年度～平成２６年度）          単位：人 

区分 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 

南アルプス林道バス ４１，８４１ ５０，５６１ ５０，８８８ 

南アルプス林道管理室調べ 

 ⑤伊那インターチェンジ（平成２４年度～平成２６年度）         単位：台 

区分 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 

入  口 １，６２１，８６０ １，６６３，８５３ １，５７６，６６９ 

出  口 １，６７８，８６８ １，７２１，２６４ １，６１９，３０５ 

合  計 ３，３００，７２８ ３，３８５，１１７ ３，１９５，９７４ 

資料提供：中日本高速道路株式会社 
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２ 近隣市町村との連携を想定する取組 

（１）生活機能の強化に係わる政策分野 

 ①医療 

地域医療の充実・強化につながる取組を推進します。 

②福祉 

安心して子どもを産み、健やかに育てることのできる環境整備を推進します。 

③教育 

住民が生涯を通じて学べる機会の充実を図ります。 

④産業振興 

産業・経済の活性化を図るとともに、雇用の創出に向けた取組を推進します。 

 ⑤地域内外の住民の交流・移住・定住の促進 

  都市圏からの移住を促進し、定住・定着につなげていくため、住まいの確保に向けた取

組みを推進します。 

 

（２）結びつきやネットワークの強化に係わる政策分野 

 ①地域公共交通 

日常生活のエリア拡大や利便性の向上を図るため、地域公共交通網の連携・強化を推進

します。 

 ②ＩＣＴの活用 

地域内外の交流促進に向け、ＩＣＴの活用を推進します。 

 ③交通インフラの整備 

地域内外の交流促進、中央自動車道利用者の利便性向上、災害支援に向けた連携・強化

等に資するため、スマートインターチェンジの設置及び幹線道路網の整備推進を図りま

す。 

 ④地産地消 

  食の安全を確保した消費の定着や、地域経済の循環を目指して、生産者と消費者が直結

した販売システムの研究・構築を推進します。 

 

（３）圏域のマネジメント強化に係わる政策分野 

 ①人材育成 

圏域内市町村職員の合同研修を通じて、職員の交流及び資質の向上を図ります。 
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３ 伊那市への通勤通学割合が０．１以上である市町村 

 

駒ヶ根市、箕輪町、南箕輪村、宮田村（４市町村） 

 

市町村名 人口 
各市町村に常住する

就業者・通学者数 

伊那市へ通勤・通

学する従業者・通

学者数 

通勤通学割合 

駒ヶ根市 ３３，６９３人 １８，３０７人 ２，１３１人 ０．１１６ 

箕 輪 町 ２６，２１４人 １３，９７９人 ２，２３９人 ０．１６０ 

南箕輪村 １４，５４３人 ８，０８２人 ２，４５１人 ０．３０３ 

宮 田 村 ８，９７４人 ４，８４７人 ８８４人 ０．１８２ 

参考：平成 22 年国勢調査 

 

※通勤通学割合：伊那市へ通勤・通学する従業者・通学者数を各市町村に常住する就業

者・通学者数（従業地・通学地「不詳」を除く。）で除して得た数値 


